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月 火 水 木 金 土 日 
    1 2 3 

    ・ヨガ教室 

・ヨガクラブ24 

★安全安心教室 

防災キャンプ 

行政配布 

(～３日) 

 

4 5 6 7 8 9 10 

休館日 

 

・カラオケ ・あじさいカラオケ 

・KDっち 

・ペン習字 

・健康体操 

★すくすくひろば 

・ハンドメイド 

 

・ヨガ教室 

・ヨガクラブ24 

★竹工房 

・囲碁 

 

  

11 12 13 14 15 16 17 

休館日 

 

・カラオケ ・あじさいカラオケ 

・KDっち 

・健康体操 

 ★花のまちランプ

のまち 

・ヨガクラブ24 

行政配布 

 

休館日 
福井市はたちのつ

どい(フェニック

スプラザ) 

18 19 20 21 22 23 24 

休館日 ・カラオケ 

 

休館日 

(春分の日) 
・ペン習字 ・ヨガ教室 

・ヨガクラブ24 

  

25 26 27 28 29 30 31 

休館日 ・カラオケ 

 

・KDっち 

・あじさいカラオケ 

・健康体操 

・囲碁 

 

   

★教育事業 

・自主グループ 

 

自治連合会長 

中島 雅夫氏 

 

「
深
く
知
り
た
い
志
津
の
歴
史
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

清
水
西
公
民
館
長 

内
田
建
一 

 

   

【
安
全
安
心
教
室 

 
 
 
 
 
 

防
災
キ
ャ
ン
プ
】 

と 

き 
 

３
月
２
日
（
土
）
13

：

30

～ 

３
日
（
日
）
～
10

：

00 

内 

容 
 

自
主
避
難
訓
練 

対 

象 
 

清
水
西
地
区
自
主
防
災
組
織
連 

絡
協
議
会
委
員
、
地
区
住
民 

 

る
上
で
、
こ
れ
は
重
要
な
事
実
と
し
て
捉
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

城
内
最
高
所
の
Ａ
曲 く

る

輪 わ

が
主
郭
。
削
平
は

甘
く
、
自
然
地
形
が
多
く
残
る
。
こ
れ
で
は
大

規
模
か
つ
堅
牢
な
建
物
は
建
た
ず
、
小
規
模

か
つ
単
純
な
建
物
が
推
定
さ
れ
る
。
小
屋
程

度
の
建
物
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
良
い
。

周
囲
に
切 き

り

岸 ぎ
し

と
帯
曲
輪
を
巡
ら
す
。
し
か
し

虎
口

こ

ぐ

ち

が
確
認
で
き
ず
、
ど
こ
か
ら
主
郭
に
入
っ

た
の
か
地
表
面
観
察
で
は
特
定
で
き
な
い
。尾

根
続
き
の
方
向
で
あ
る
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
尾
根
に
は

土
塁
①
・
③
及
び
堀
切
②
を
入
れ
て
遮
断
す

る
。
特
に
土
塁
①
は
細
長
く
伸
ば
し
て
横
堀

状
に
加
工
し
て
お
り
、
恐
ら
く
武
者
隠
し
と

し
て
使
用
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
Ｂ
尾
根
か

ら
進
攻
し
て
き
た
敵
軍
が
、
帯
曲
輪
を
移
動

す
る
の
を
防
止
す
る
た
め
に
竪 た

て

堀 ぼ
り

④
・
⑤
を

設
け
る
。
Ｃ
尾
根
か
ら
進
攻
し
て
き
た
敵
軍

は
、竪
堀
⑤
・堀
切
②
で
防
止
し
て
い
る
。 

 
 

堀
切
②
の
対
岸
に
、
不
明
瞭
な
が
ら
も
土

塁
囲
み
の
区
画
が
存
在
す
る
。
こ
れ
が
虎
口

で
、
こ
こ
か
ら
木
橋
を
掛
け
て
主
郭
に
入
っ
た

と
す
る
仮
説
を
提
唱
す
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。 

 
 

横
堀
・
堀
切
・
竪
堀
を
セ
ッ
ト
で
使
用
し
て

い
る
縄
張
り
は
十
六
世
紀
の
縄
張
り
と
考
え

て
良
い
。
し
か
し
虎
口
が
明
確
化
し
て
い
な
い

の
で
、
そ
れ
以
上
の
絞
り
込
み
は
不
可
。
大
谷

寺
に
と
っ
て
戦
略
上
重
要
地
点
で
あ
る
こ
と 

【
竹
工
房
⑩
】 

と 
き 

 

３
月
９
日
（
土
） 

 
 
 

９
：

30

～
12

：

00 

と
こ
ろ 

 
清
水
西
公
民
館 

大
会
議
室 

内 

容 
 

竹
細
工 
作
品
作
り 

講 

師 
 

小
林 

布
美
子 

氏 

 
 
 
 
 

 

志
津
地
区
の
山
城
㈣ 

荒
神
ヶ
嶺
城(

四
ツ
合
区)      

 

こ
の
山
城
は
志
津
地
区
の
南
端
に
位
置

し
、
越
前
町
小
倉
・
大
谷
寺
と
四
ツ
合
の
境

界
と
な
る
標
高
二
百
㍍
の
山
上
に
位
置
す

る
。
南
北
朝
の
争
乱
時
、
越
前
に
お
い
て
後

醍
醐
天
皇
方
の
新
田
義
貞
・
脇
屋
義
助
と

足
利
尊
氏
方
の
斯
波
高
経
の
軍
勢
が
一
進

一
退
の
戦
闘
を
繰
り
広
げ
る
が
、
そ
の
状
況

が
記
さ
れ
た
軍
記
物
語
『
太
平
記
』
巻
二
十

一
に
こ
の
「
荒
神
ヶ
嶺
」
が
登
場
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
豊
蔵

ぶ
ん
ぞ
う

城
」
「
軍

い
く
さ

山や
ま

岳
城
」
と
も
呼

ば
れ
、
「
嶺
」
に
「
峰
」
が
当
て
ら
れ
る
場
合

も
あ
る
。
こ
こ
で
も
佐
伯
哲
也
氏
の
縄
張
り

図
と
解
説
を
引
用
し
て
紹
介
す
る
が
、
氏
は

「
豊
蔵
城
」
と
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
山
城

は
南
北
朝
期
以
降
も
戦
乱
の
際
に
度
々
利

用
さ
れ
、
改
変
を
受
け
て
現
在
に
至
っ
て
い

る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。佐
伯
氏
は 

 
 
 

『
城
跡
考
』
は
「
時
代
不
知
」
と
簡
単
に

記
載
す
る
に
と
ど
ま
る
。
南
北
朝
期
の
城

郭
と
い
う
説
も
存
在
す
る
。 

城
跡
は
糸
生
郷
に
入
る
峠
を
見
下
ろ
す

山
頂
に
選
地
し
て
お
り
、
交
通
の
要
衝
と
言

え
る
。
さ
ら
に
中
世
に
大
き
な
勢
力
を
振
る

っ
た
大
谷
寺
も
見
下
ろ
す
。築
城
者
を
考
え 

     

  
 

          

No.59 
問い合わせ先：清水西公民館 ☎＆FAX 0776-98-4560 (9：00～17：00 月曜日、第三日曜日、祝日休館日) 

か
ら
、
築
城
者
を
大
谷
寺
と
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
ろ
う
。  

          

以
上
が
佐
伯
氏
の
解
説
と
縄
張
り
図
で
あ

る
。 一

方
、
山
城
研
究
者
の
南
洋
一
郎
氏
は
、
こ

の
荒
神
ヶ
峰
城
跡
に
つ
い
て
、
遠
く
に
は
日
野

山
が
見
え
て
、
手
前
の
集
落
を
抜
け
て
府
中

を
に
ら
む
視
界
が
手
中
に
入
る
、地
の
利
を
得

た
軍
事
ス
ポ
ッ
ト
。大
森
の
天
目
山
城
と
同
様

に
、
一
重
な
い
し
は
二
重
に
空
堀
が
巡
る
単
郭

の
楕
円
形
を
呈
し
た
砦
跡
。点
々
と
そ
の
存
在

が
把
握
さ
れ
る
と
、
中
世
か
ら
戦
国
時
代
の

丹
生
北
部
の
構
図
が
微
か
に
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
と
述
べ
て
い
る
。 

 

 

引
用
文
献 

     

『
越
前
中
世
城
郭
図
面
集Ⅱ

』 

         

佐
伯
哲
也(

桂
書
房
・二
〇
二
〇) 

 

参
考
ブ
ロ
グ
『
越
前
・若
狭
の
城
と
考
古
学
』  

      

【
す
く
す
く
ひ
ろ
ば
⑩
】 

と 

き 
 

３
月
７
日
（
木
） 

 
 
 
 
 

10

：

00

～
11

：

00 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

和
室 

内 

容 
  

リ
ト
ミ
ッ
ク 

対 

象 
 

地
区
在
住
の
０
～
３
歳
ま
で
の 

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者 

講 

師 
 

清
水 

弘
美 

氏(

リ
ト
ミ
ッ
ク) 

 
 
 
 
 

東
本 

一
哉 

氏(

似
顔
絵) 

 

３月２０日～２６日は 
春の火災予防運動 

2023 年度全国統一防火標語 

「火を消して 不安を消して つなぐ未来」 

春先は空気が乾燥し 

火災が発生しやすくなります。 

火の取り扱いには十分気をつけましょう。 

１１９番は緊急回線です！ 

火事などの災害や休日診療に関するお問い合わせは、 

テレホンサービス（２５－９９９９）をご利用ください。 

福井市南消防署（℡３３－０１１９） 

 

【
福
井
市
は
た
ち
の
つ
ど
い
】 

 

と 

き 
 

３
月
17

日
（
日
） 

と
こ
ろ 

 

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ 

受
付
・
開
場
13

：

00

～
13

：

50 

式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

 
 
 

14

：

00

～
14

：

45 

 

お
問
い
合
わ
せ
先 

市
生
涯
学
習
課 

☎
０
７
７
６
（
２
３
）
５
３
６
１ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               

 

                                                                

匠や 2023 ～かご作り＆ジビエ BBQ～ 

～ 

日  時 ： 2月 3日(土)9：30～12：00 

場  所 ： 大会議室 

講  師 ： 小林 布美子 氏 

参加者 ： 11 名 

  

昔ながらの竹細工の魅力に触れ、自分たちの手で編ん

でみようと、竹ひご作りから挑戦して 9 ヶ月、数多くの竹

製品が出来上がってきました。はじめは竹を細く割り、ひ

ご作りに悪戦苦闘しましたが今では巧みに編みながら籠

などを作っています。また、春に幼竹 

を塩漬け加工したものを塩出して 

味付けをしメンマを作りました。 

来年度も竹を使って地域の資源を活 

かす事業を月一回で開催予定です。  

   

 

日  時 ： １月 20日(土)9：00～12：30 

場  所 ： 大会議室 調理室 

講  師 ： 小林 布美子 氏(籠作り) 

       大島 幸美 氏（BBQ） 

参加者 ： 19 名 

 

 秋に里山で採集した蔓を乾燥させた後、前日からぬるま

湯につけて柔らかくした 

ものを使いました。 

 最初の底を三本ずつクロスさせて、 

順番に上へ上へと編みこんでいく 

と、籠らしくなっていきました。 

世界に一つだけの作品が出来上が 

りました。 

 

 

 

 

 
日  時 ： １月 24日(水)10：00～11：00 

場  所 ： 和室 

講  師 ： 山本 康代 氏 

参加者 ： ９名 

 ミニーちゃんのパペットで Helloのごあいさつから 

始まりました。きらきら星で 

手遊びをしました。 

 シールを貼って Snowman 

を作りました。読み聞かせは 

「Thank you」の絵本でした。 

 帰りはスノウマンのパペット 

でお別れしました。 

              

 

 

～オリジナル作品作り＆メンマ試食～ 

 

日  時 ： １月 27日(土)13：30～15：00 

場  所 ： 大会議室 

講  師 ： 寺坂 律子 氏(県食育リーダー、こうじ味噌) 

       内田 幸枝 氏(おかず味噌) 

参加者 ： 21 名 

 

 昨年に引き続き、寺坂先生のこうじ味噌作り教室です。 

今年は、ビニール袋の中で材料を 

入れ、混ぜ合わせました。カビが 

生えないように、容器の中、外、 

蓋に殺菌しました。こうじもたく 

さん入って、甘くなるそうです。 

半年後にはおいし味噌になって 

いるはずです。楽しみですね。 

 

おかず味噌は昨年収穫した野菜などを塩漬け、冷凍保

存しておきそれを塩抜き、解凍して赤味噌で味付けした料

理で準備から手間暇がかかっています。 

清水西地区の一部で、古くから伝わる伝統料理です。                    

 

あったかいご飯にピッタ 

リですね。 

とれた野菜を一年をとお 

して調理して食べる 

SDGsの 12番目のつく 

る責任、つかう責任に繋 

がりますね。 

 

 

～こうじ味噌＆おかず味噌作り～ 

～Snow Man雪だるま作ろう～ 

～手遊び、わらべ歌～ 

日  時 ： 2月 8日(木)10：00～11：00 

場  所 ： 和室 

講  師 ： 岩城 典子 氏（みどり図書館司書） 
参加者 ： 11 名 
               

 図書館の司書の方とわらべ歌 

を一緒に歌いながら、赤ちゃ 

んと手遊びやスキンシップをし 

ました。「いちり、にり、さんり 

しりしりしり」では今も昔も、 

おんなじところで赤ちゃんも 

にっこり。絵本も読んでもらっ 

て親子で楽しみました。 

その後は、猪肉、鹿肉

と、地域の野菜を使った

料理とジビエ BBQ を楽

しみました。清水西地区

産「あきさかり」のご飯と

しし汁を一緒に味わいま

した。めったに食べるこ

とが出来ないジビエ料理

は、とても美味しかった

です。 

編みあがった作品を鑑

賞しながら出来栄えや苦

労した点などの話で盛り

上がりました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 自 治 会 名 氏  名 

 大 森 町 横田 充宏 

連合会 
会 長 山 内 町 齊藤 秀樹 

 野 口 区 渡辺 紀幸 

 笹 谷 区 丹尾 信一 

 四 ツ 合 区 渡辺 豊一 

 滝 波 町 服部 治和 

 本 折 町 小林 久和 
 清 水 畑 町 高島 寿夫 

 平 尾 町 中山 智泉 

 加 茂 内 町 渡邉 幸夫 

 大 森 団 地 山﨑 幸弘 

 清水ニュータウン 藤野 秀治 

 志津が丘１丁目 山本  良孝 

 志津が丘２丁目 向井  寿威 

 志津が丘３丁目 作藤 敬冶 

 志津が丘４丁目 秋本 眞孝 

 

（敬称略） 

 

智縁札 特許庁商標登録 

滝波 ごっつぁま会（シニアを中心に五智如来への参拝

者誘客や応対、境内・駐車場・周辺環境の整備等を20数名

でがんばっています） 

五智如来から犬飼神社までの遊歩道を整備し春には桜、

連休の頃にはシャガの花が咲きほこります。 

 県未来戦略課「福井最高プロジェクト」シニアヒーロー募

集でノミネートされました。活動状況が後日ケーブルテレ

ビ、YouTubｅ で放映されます。日程は、次回の公民館だ

よりでお知らせします。 

   

問合せ先  

            住所 福井市滝波町 

               電話 090-1167-8445 

                   滝波 ごっつぁま会代表  

田中 茂美  

         

 

 

 

 

 

智縁札（五智如来） 

講座の申し込み、お問い合わせなどは 

下記の公民館ラインコードからでも、申し込めます。 

                         

                          登録後、トークで住所、 

氏名、電話番号をいれて 

ください。 

 

清水西公民館 LINE  

日  時 ： 2月 15日(木)9：00～12：00 

場  所 ： 大会議室 
参加者 ： 32 名 
 
春らしい陽気の中、清水西地区寿クラブの 

親睦を深める「輪投げ大会」が開催されました。 

正式なルールの元、得点に一喜一憂しながら 

和気あいあいと楽しんでいました。 

 

               

清水西地区寿クラブ 輪投げ大会 


